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投機的財界に在りては現金通貨の膨張以上に信用通貨の増加を常態とす。現
に全国手形交換高の如き，戦前に在りては兌換券の三拾一倍なりしも今や七
拾五倍に達するを見る。……其他企業資本の増加を以て軽率にも生産増加の
一現象なり」と見なすのは「謬見に加ふるに誤断」である（大 8.9.6.）。信用
取引の増大は必ずしも生産増加と連続しているわけではなく，むしろ物価上
昇を見越した投機を考えるべきである，と平生は主張する。
高橋蔵相が如何に物価は通貨とは関係がないと論じても物価騰貴が社会問
題化していることは事実であって，彼はそれに対する対策として，例えば公
債，社債，あるいは株式へ投資することを薦める。彼によれば物価騰貴は
「国民の濫費」によるものであって，例えばこれを防止する政策として民間
の余裕資金を郵便貯金などのルートを通じて吸収し，それらを種々の公債発
行に充当すれば解決できると考え
（40）
る。この彼の議論に対し平生は「余は日本
に於て戦後の財政を調理すべき蔵相に如此き愚論愚説を公開して恬然たる高
橋氏の如きものを有することを恥辱とせざる可からず」と喝破する。公債の
対価として政府が入手する資金は軍事費として，また鉄道などの事業費とし
て消費せられるものであるから，何ら通貨を減少させることにはならない。
また社債や株式で応募された通貨は応募者の手より会社あるいは銀行を通じ
て再び市場で流通する通貨となる（大 8.8.7.）とすれば，このような議論に
基づく政策では物価問題は解決するはずがないというのが平生の主張であっ
た。
（40） 高橋是清は「公債の民衆化」（大蔵省編纂『明治大正財政史 第四巻』経済往
来社，1956年，219ページ）という考えを大正９年度予算審議においても明らかに
しているが，その真意は，不況のなかで，予算案で「 も重要なる事項の国防充実」
（同，214）のためには所得税と酒税の増税のほか，不足分は公債で補填しなければ
ならなかったからである。この予算委員会において，３億4000万円に及ぶ公債を募
集することが困難ではないかとの質問に対し，政府側は「消費資金を吸収し，一は
以て国用〔つまり国防〕を足し，一は以て通貨の膨張を抑制する」ことだと答弁し
ている（同，221ページ）。
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政府が確固とした物価政策を採用しないなかで，株式取引所では投機的売
買が過熱し，農村にまで飛び火していく。「近来，地方人が米価及び生糸市
価の昂騰に依り大いに富を増したるにより，其の余剰を有利に投資せんと
種々考慮中なるを利用して新たに株式会社を創立し，株数の一部を公募して，
応募数が募集株数の幾百幾千倍なることを発表して自画自賛広告と相待って，
地方資産家の欲心を唆し，高きプレミアムを以て其の株券を売放たんと試み
るもの頻々として日々の新聞紙に大広告を見る。……米穀及び生糸の暴騰は
淳朴なる地方人をして投機的性格を助長せしむるに至りたり」（大 8.8.9.）。
政友会の支持基盤は地方地主である。とすれば党に不利な政策は行えない。
「現内閣の大臣等は農民に対しては米価調節に依りて其の恨みを買はんこと
を恐るるものの如く，而して米価の下落に依りて不利をこうむるものは農民
中地主階級に属する一部にして， 大多数の農民は高価の食料を購入するの
位地に在ることを知らずして唯地主の歓心を失はんとすることを恐れつつあ
り」（大 8.8.7.）。こうなると高橋蔵相にとっても通貨と物価の理論的関連性
どころかはるかに生臭い政治の話になる。大正８（1919）９月29日の平生日
記によると，高橋蔵相は貴族院 大会派である研究会で次のように持論を述
べている。
「通貨の膨張は物価騰貴の原因にあらず，物価騰貴は世界共通にして日本
独りこれを抑制すべきにあらず。物価騰貴に依りて不安を感ずるものは都市
に於ける中流階級の一部に過ぎず，農民は米価の騰貴に鼓腹して何等の不平
あることなしと放言しつつあるが如し。彼は，日本国民の６割は農民にして，
農民は米価の騰貴を歓迎せるものなり，故に国民大多数の意見としては物価
騰貴は憂ふるに足らずとの意見」であるようである（大 8.9.29.）。高橋蔵相
がプライオリティーを置くのは一部の都市中間層ではなく，あくまで国民の
６割を占める農民の利害でなければならず，そうすれば米価を犠牲にする物
価抑制はほとんど問題にはなりえなかった。だからこそ平生はこのようにバ
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ブル化する日本経済を前に，政友会の「中毒せる大酒家に酒精を与ふるが如
き政策を継続する結果は大恐慌を生ずるに至らんか」（大 8.9.22.）と日記に
記さざるを得なかったのである。
「国民は一時的好景気に酔ふて奢侈の風は僻村に及ぶ」（大 8.11.1.）。株は
上昇し続け，米価高と豊作とで農家の懐具合はますます良くなり，株への
「投機熱に浮かれ」る。11月下旬には，余りの熱狂的ブームに内務，大蔵，
農商務次官から次の通達がでる。「農村に於ては米価の騰貴，副業の振興に
伴ひ其の収入増大を来せる結果，一躍成富の念に駆られ投機投資の風を馴致
せんとするの傾向あるが如き，国家将来の為恂に寒心に堪えず。是地方の開
発，国運の伸張の基たるべき民力の涵養，民資の増殖に逆行するものにして
決して等閑に附すべきにあらず」（大 8.11.21.）。
すでにバブルも末期に近づきつつあった。平生日記を読んでいくと，11月
９日には「余の経験によれば，日本に於ける造船業は近き将来に於いて大否
境に陥り……彼等は政府に向って軍艦の建造を哀願するの時期近からんや」
と記し，11月12日には綿糸取引所価格の暴落が伝えられたと書き，12月１日
には海上保険会社で競争激化で保険料率が低下し，逆に賃金は上昇している
ために「収益の激減」が生じている，と東京海上火災の各務鎌吉との話し合
いで確認し合っている。景気の末期症状は金融市場では金利上昇と貸し渋り
となってはっきり現われる（大 8.12.3.）。さらに12月27日の日記には，平生
は日本経済がほぼ警戒水域に達したとの認識を強める。「我経済界は未だ顕
著なる変動を示さざるも綿糸の暴落は 高価格よりして150円の低落は確か
に投機熱の冷却を示す一指標にして，一葉落ちて秋の来るを示すものにあら
ずんばあらず」。また下落する為替相場にも拘わらず，騰貴する物価は輸出
の減退と輸入の増加を招く。「如此くして来年度は我経済界は好景気の絶頂
を去りて不況の域に入らずんば止まざらんとす」。すでに「我貿易商の泰斗」
ともいうべき鈴木商店は来年度の専門学校卒業生の採用をとりやめ，また三
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菱も東大法科の学生４名全員を不合格にしたようである。再び「高等遊民」
の発生が危惧される（大 8.12.27.）。
このように危機は目睫の間に迫っているのに，大阪の実業界にはその意識
は見られない。戦時期の「船成金の如きは 早人の話題にも上らず，千万円
の身代の如きは何人も富豪の数に加えず，大阪倶楽部に於いては千万円以下
の如きは囲碁室の一隅に潜みて……喫烟室に於て気焔を吐くには５千万円を
下るべからずと。岩惣，紅
（41）
忠の如きは已に１億円を超えたり」（大 8.12.16.）。
農村部では何の警戒心もなく株投機に浮かれていた。「政府は自己の根拠と
もいふべき農民が米価，生糸の昂騰に依りて農民の懐中に余裕を生じ，彼等
は奢侈に耽り陰楽に酔いつつあるを以て好景気となし，今や田舎道に株式仲
買の広告を見，田吾平，太郎兵衛が大株の相庭を覚え上海取引所の株価を評
するを知らず」（大 8.12.12.）。さらに年を越えてもこの投機熱は冷めず，１
月30日には「各種の事業会社，殊に土地会社を発起して其の有利なる理由を
新聞紙に広告して，僅少の株券を公募し以て時価を作り，以て利に狂える鄙
人を迷わして奇利を博せんとする計画は益々社会其の数を増し，新聞紙は死
亡広告と，慾に眼のなき亡者を鉤らんとする新株募集広告を以て紙面を満た
しつつあるは実に忌々しき事にして，経済界は益々険峻に上りつつあるもの
なり」（大 9.1.30.）。
終的に日本の景気を決定するにあたってアメリカ経済の影響は極めて大
きい。戦後不況が底を打って上昇に転じるきっかけはアメリカの景気回復で
あったが，恐慌のきっかけもまたアメリカではないかと平生は考えていたよ
うである。大正９（1920）年２月11日の日記はそれを類推させる。「世界の
覇主として各国を睥睨しつつある米国」と言えども，今や欧州への資本供与
（41） 岩惣は大阪の実業家岩田惣三郎のことで，岩田商事などを設立し，大阪三品取
引所の創立にも参加。紅忠は初代伊藤忠兵衛が創立した呉服商で，伊藤忠商事，丸
紅と同根。
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をストップして疲弊している欧州各国を見殺しにするか，あるいは「無限の
信用を供給して欧州の現状を救済すべきやのジレンマ」にあって，「 窮煩
悩」しているようである。もし前者を選択すれば，「年々欧州に輸出せし物
資，主として農産物は本国に堆積して価格大暴落を生ず可く，生産者の困窮
は名状すべからざるに至らん。如此のごとくして米国の購買力は大頓挫を来
し贅沢品の輸入は忽ち杜絶するに至らん」。アメリカ経済がそのような事態
に陥れば，「我生糸絹織物は忽ち其の影響を蒙り，市価は急転直下の勢いを
以て低落し，輸出は頓に減退せん。生糸時価の昂騰に依りて維持せられつつ
ある好景気は忽ち萎縮し，金融の逼迫，株式の暴落は相次いで到り」，日本
は「暗天に霹靂の感あり，破産閉店は日常時となり経済界は交戦地に於ける
廃址を見るが如き観を生ずるに至らんか」。またもし「米国にして欧州経済
の救済の目的を以て無限に物資の供給を為さんか，是亦無期限の債権に対し
て物資の供給を為すものにして，米国としては徒に物価を騰貴せしめて自国
民を窮乏に陥らしむるものにして，米国の購買力は物資堆積と同一結果を生
ずべければ，日米の経済的関係を軌を一にするの外なからん」（大 9.2.11.）。
事実アメリカ経済は大正９（1920）年６月ごろから反落しはじめ，７～９月
には物価は大暴落していくが，これが日本経済に決定的打撃を与えることに
なる。
（4）「財界大反動」と「商業上の徳義」の崩壊
高橋蔵相の財政・金融政策によって一層バブルと化した日本経済はついに
大崩落の時を迎える。大正９（1920）年３月15日に日本経済を襲った恐慌の
凄まじさを井上準之助は，富士山の頂上にまで馳せ登った日本の景気は非常
な速力で墜落して，富士川の川底どころか，恐らくは琵琶湖の湖底まで落ち
たと評し
（42）
た。以後この衝撃から日本経済は十分に立ち直れないまま，関東大
震災，さら金融恐慌，昭和恐慌へとつながっていくことになる。
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３月15日の株価暴落は東京株式市場を主とするもので大阪市場は比較的平
穏であった。そのためか，平生日記にはそれに関する記述は見られない。第
二次反動は，４月７日，大阪の増田ビルブローカー銀行が交換尻決済不能と
なったのを機に金融市場の逼迫と株価崩落から始まるが，平生はこの事態を
「不謹慎なりし経済界が如此き結果に陥りしは当然の事」と冷静に受け止め，
やがて「不景気を誘致せざるべからず」（大 9.4.7.）と記す。
５月24日の横浜七十四銀行の休業を主因とする反動は日本の経済界に一大
衝撃を与えた。平生は翌日の日記の冒頭に「横浜七十四銀行支払停止を為す。
実に今回の恐慌に於ける第一の警鐘，否弔鐘なり。イグノーランスとエキス
ペリエンスの争抗に於て，イグノーランスの敗北を示せる一大警報なり。戦
争に依りて誘発せられたる空景気……に乗じて巨利を占め，猪突猛進を以て
唯一の方針とせる無智無経験の狂乱的少壮実業家の頂上に加えられたる痛
棒」がこの支払停止である（大 9.5.25.）。問題は，同行の頭取であると同時
に商事会社茂木合名会社の総帥茂木惣兵衛が，本業の生糸商からから世界的
商事会社に乗り出したというその無謀さにとどまらず，何よりも七十四銀行
を利用する茂木の手口にあった。平生はこう述べる。「銀行者が事業家を兼
ぬる事は尤も慎むべき」である。銀行は「社会の公器」で「公衆の預金を個
人が自己の事業に利用する」べきではない（大 9.6.1.）のに，七十四銀行は
茂木合名の機関銀行として銀行預金の私物化を許し，それを茂木の事業資金
に充当している。「機関銀行として預金を利用することは銀行なる名義を利
用して無知の預金者を欺瞞して低利資金を借入るる者にあらずして何ぞや」。
この問題には同行の顧問として井上日銀総裁と梶原正金銀行頭取が名を連ね
（42） 高橋亀吉によると，この恐慌は第一次株界反動（３月15日），第二次財界反動
（４月７日以降の恐慌化），第三次財界反動（５月24日以降の財界再恐慌化），第４
次財界反動（７，８月の英米の景気後退）と波状的に日本経済に襲いかかる（高橋，
［1954］2010，253）。
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ていたことが平生の怒りをいっそう掻き立てる。彼等が顧問であれば，何故
に七十四銀行に預金の私物化を「放任」させたのか，許しがたいことであっ
た（大 9.5.26.）。これと関連して６月25日には次のような記述がみえる。七
十四銀行は５月22日（土曜）に３～４の銀行からコールで250万円借り入れ24
日月曜日に閉鎖したが，日銀当局に七十四銀行が健全であるか否かを問いた
だし，何等危険なしとのことでコールに応えた某銀行は，専務を日銀から受
け入れ，かつ井上日銀総裁が七十四銀行・茂木合名の顧問であるから涙を飲
まざるを得なかったのだと（大 9.6.25.）。
七十四銀行と茂木合名の破綻は生糸市場を大暴落させ，関連する銀行の破
綻を招いたが，それは日本国内に止まらなかった。茂木惣兵衛は大正８
（1919）年に訪米の折，井上日銀総裁の名前を出して同行をアメリカ金融界
に信頼させたうえで茂木合名に金融を求めたが，今回の事件ですっかり信用
を失墜させた日本は他の商事会社までも金融を謝絶されるに至る。平生はこ
の事件からも，一方に「政府と日銀の鼻息を窺うて自己の事業を経営せざる
べからざる日本の銀行者及事業家」がいて，他方で後者は前者を利用する体
質だからこそ今回の事件のような「聖代の不祥事，実業界の痛恨事」を起こ
すのであり，経済財界全体がこうした情実に捉われている間は，日本の経済
は英米のような進歩を期待することはできないと喝破する（大 9.6.3.）。
大正９年恐慌において関東では横浜の生糸取引所が，大阪では三品取引所
が大打撃を受けた。大阪・神戸を拠点にしていた平生は日記でも崩壊してゆ
く大阪の綿糸布価格を問題にする。５月12日の日記に綿糸布商間の信用が
すっかり地に墜ち，「巨商の商業手形が全然融通力を失」っていく様子が描
かれている。また「綿業者救済問題」として 初の記述が出てくるのは６月
９日である。ここで興味が深いのは，平生は問題の所在を単なる過剰生産
（したがって救済策としての操短）ではなくて，投機を助長させた取引制度，
すなわち取引所の外でも行われていた長期先物取引制度に見ていたことであ
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る。井上準之助によれば，バブル期には，日本の綿糸の出来高が１か月17万
梱で，そのうち何と10万梱を取引所外で行うとして，その時の値段が１梱４
百円。それが次のようなからくりでとんでもない価格に跳ね上ってゆく。甲
の綿糸商が紡績会社から４千万円（１梱400円で１カ月10万梱を取引）で綿
糸を買いそれを乙に売り，乙は丙に，丙は丁にという風にして転売を繰り返
す。この転売が10回行われると，４千万円が４億円に膨れ上がる。ここで甲
は現物ではなくて先物で買うとすれば，例えば10カ月先まで買うとすれば４
億円となる。瞬時に10倍の儲けが転がり込む。当時 も長い先物は１年半で
あったから，これで買えば７億２千万円の儲となる。さらにこの先物が売買
されて持ち主が変わり，例えば10人の手を経れば４千万円が 終的には72億
円になる。
この事例は井上準之助によるものだ
（43）
が，平生もこの先物取引制度を念頭に
置いている。したがって，綿糸不況から脱するには３割位の操短をしたとこ
ろで所詮「如此き姑息策」では現状打開の効果はなく，一年半に亘る長期先
物契約と「不廉なる価格」が解消されない限り景気の先行きは見えてこない
（大 9.6.9.）。
この恐慌からの不況の過程で実業家たちの「我利的」メンタリティーがク
ローズアップされる。この先物取引で綿糸市場が暴落すれば当然綿糸業者ば
かりか紡績業者も深刻な苦境に陥る。解決策としてはすべての先物契約を解
とけあい
除（＝総解合）する以外にはなかった。そうなると争点は綿糸商間だけでは
なくて，彼等と紡績会社とで損失をいかに負担しあうかになる。「この問題
が容易に解決せず……債務者は終に窮策として財産を隠匿して 後の決心を
為すに至り，人心の悪化は収拾すべからざるに至らんことを恐る。何となれ
ば我国に於いては商業上の徳義破壊に対する制裁甚だ薄弱にして……欺瞞巧
（43） 井上準之助「戦後に於ける我国の経済及金融」1935年，35ページ。
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智を以て商業の秘訣と信じつつある我邦実業家の社会には……厳正にして法
律的なる方法を以て不誠意なる頭目を屠ること，機宜の処置」ではないか
（大 9.6.21.）。要するに慣習的に「商業上の徳義」を欠く日本の実業界では
往々にして堅実な経営に努めるものが倒産し，巨額の無担保債務契約を結ぶ
か，または「担保差金を有する債務者」，つまり「冒険的商人」は逆に銀行
から救済を受けるという変則的経済が平然として横行している。この状況を
こそ正さなければ英米との競争に勝てないのであり，「世の非難と犠牲たる
を甘じて正義の維持，権利の保全に力を尽く」さねばならないと平生は確信
する（大 9.9.8.）。しかし実際には「綿業者救済問題」は，政府の救済融資を
前提にした先物取引に対する「総解合」，及び政府融資と価格維持を目的と
する輸出シンジケート団結成で解決が図られることになった。プラスの成果
は我に，マイナスの利益については臆面もなく政府・日銀に投げるという日
本財界の陋習が相変わらず繰り返される。
だが「財界の動揺は尚止まず，一波は一波を誘ふ渺茫たる経済の海は風強
く波高くして，……，独断的識見と学究的部下の進言を以て終始せる高橋蔵
相の方針は肯綮に当らず，財界の悪化は一層拡大せられんとするものの如
し」。この中で綿糸シンジケートは効果を発揮せず，綿糸市価も回復しない
どころかさらに暴落していった。生糸市価釣り上げ策として政府よりの救済
資金で新設された帝国製糸会社も，主たるアメリカが不況のために生糸需要
が激減して効果は全くなかった（大 9.9.28.）。
こうした経済界の実状を見ると楽観できる材料はなく，金属関連の鉱山は
「不引合」のために坑夫の半数は解雇され，造船所でも戦艦８隻巡洋艦８隻
を中核とする「八八艦隊の余恵」を受ける以外には仕事がなくなり，「職工
の職を失うもの続出」する有様で，まさしく「恐慌来の声」（大 9.9.29.）が
喧しく，財界はまるで「総悲観の幕を開」いたようで，株式取引所はまさし
く「惨落の光景」（大 9.9.30.）であった。この状況下で安易に政府に救済を
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求める財界を平生は痛烈に批判する。平生は９月21日，加納友之助（住友銀
行），嶋徳蔵（大阪株式取引所理事長），芝川栄助（大阪毛織），伊藤忠兵衛
らとたまたま東京行夜行列車に乗り合わせる。不況の真っただ中に大阪の名
だたる実業家がなぜ揃って上京するのか，平生は次のように推測する。住友
は元来堅実な取引で知られていたが，住友と取引が「尤も濃厚なりし」嶋徳
蔵の実弟の嶋定商店が支払停止となり，同じく芝川商店や伊藤忠兵衛も窮状
は深刻で，その他いくつかの同様の商店を抱える住友銀行の損失額は莫大に
上ると噂されている。「加納氏，芝川氏，伊藤氏が相伴ふて東上せるは何か
の消息を語るものにあらざるか。日本銀行に救済を強要するところにあらざ
るか，非か」と。特に相場師嶋徳蔵に至っては実業界を毒するばかりで，
「彼はジュー〔ユダヤ人〕性を極端に発揮せる大阪町人の典型」（大 9.9.21.）
である。
（5）不況下の物価上昇と銀行取付けの連鎖
不景気の状態は続いていたのに，大正10（1921）年５～６月あたりから物
価は上昇に転じる。平生はこれを日本人の軽薄さを如実に示すものだと批判
する。つまり日本は世界の厳しい競争の中に置かれているのに，悪辣な株式
仲買人に簡単に瞞着させられて物価が引き上げられ，それで安心している。
大正11（1922）年１月４日の新聞には大阪株式取引所の別動隊たる大阪現株
取引株式会社は，「世界財務実勢の鍵鑰を握る米国に春風先ず起り春水日本
に通ぜんと」しているから，輸入超過で日本の正貨は確かに減少しているけ
れど，戦時中に蓄えた余裕資金もまだ十分あり，また日本に対する米国等か
らの需要は十分に見込みがある，との投機心を煽る広告を出す。平生はこれ
を，「株式相場師がかかる虚構の言辞を堂々と新聞紙に羅列して一攫千金の
夢覚めざる無識の慾張者を瞞着」しようとするものだと非難する。つまり
「官民共に物価の低落を以て経済界の逆潮を順にし，貿易の順調を以て商工
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業の復活」を図ろうとしている英米に対して，日本では物価は依然として下
落せず，賃金は高率を保ち，貿易では為替は下がっても輸入超過が続いてい
る。生糸の市価は確かに持ち直しているが，それはアメリカへの輸出が中国
とイタリアの蚕糸不作のために一時的に回復しているからであって，「全然
他動的」のものである。戦時中に稼いだ巨額の正貨はまだ31億円あるようだ
が，日本国内を見れば「奢侈の風を助長し浪費の悪習」に慣れて多額の資金
が「費消」され，いかに多くの商工業者が無謀な計画を立て，いかに多くの
資金を「損亡」し，そして今やいかに多くの商社や事業会社が倒産して「死
屍累々たる現状」を見れば，一体どこに31億円の資金はあるのかと平生は嘆
じる（大11.1.4.）。
事実この中間景気はたちまち消え去ったが，一体このような事態の中で救
済策はあるのだろうか。確かに国会では物価問題に対して金解禁を行なって
兌換券を縮小させて物価を引下げるべきだとの野党側からの意見があった
（44）
が，
平生が強調してやまなかったのは，物価の低落，賃金の引下げを行うには資
本家は「営業の真相」を労働者に説明し，「彼等の真情に訴え，以て労資協
調して廉価に物資を供給して輸出の道を開く」（大11.3.17.）ことであった。
しかし平生の期待は裏切られる。大正11（1922）年７月17日の日記には彼
（44） すでにアメリカは大正８（1919）年の平和条約締結の前に金本位制への復帰を
行っていたが，日本では大正10（1921）年から11年に物価騰貴による貿易収支入超
問題が大きく取り上げられて，それとの関連で金輸出解禁が国会でも問題となる。
原・高橋内閣は解禁には反対で，それは以下の理由から解禁が貿易赤字の問題に影
響しないと理解していたからであった。（1）貿易不振は海外の購買力の著しい減退
によるものであって，単に物価だけの問題ではない。（2）物価問題は政府の政策に
起因するものではなく，したがって物価政策としての金輸出解禁は論外である。（3）
日本経済の信用上正貨を維持する必要がまだあり，したがって金輸出禁止はその時
期ではない（大蔵省編纂『明治大正財政』，378ページ）。
ちなみに，井上準之助は大正11（1922）年，ワシントン軍縮会議で軍備制限条約
が成立した時点で為替相場も改善し，貿易も改善していたから，「金の輸出解禁を
やらなかったということは，これは非常な失策」（井上準之助「戦後に於ける我国
の経済及び金融」，203ページ）と述べている。
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の落胆の声が聞かれる。我国の商工業者中有力と称せられる人々は，「政府
と何等かの因縁を有し，政府の保護を受くるか，又は何等か利権を受くるも
のなれば，政府に向って何等の権威を有せず」。政府が表面的に「民意を聴
く」と称して調査会を設置して彼等をその委員に任命すると，彼等はこれを
「非常の栄誉」と心得，「所謂謝恩の意を以て政府に便宜ある案に賛成」する。
その「意気地なきこと，到底欧米実業家の比にあらず。商工立国を口にする
も，之れ虚勢を衒ふのみにして真に国家を憂へ国民を思ふの心ある実業家は
実に暁天の星」である。こうした商工業者を「国家の中堅」にしようとする
ことは「木に縁りて魚を求むるよりも難し」（大11.7.17.）である。そしてそ
の政府だが，相も変わらず「世界経済に通暁」せず，「因習的財政策に捕は
れて財界の変動を恐れて因循決せず」（大11.8.12.）。いま国家経済はいわば
腸カタルの状態にある。「ヒマシ油を以て腸内の腐敗分子，毒素を一掃」す
ることしか救済の道はないのに，何故に政府・日銀は一日も早く「毒素」を
取り除く努力をしないのか。この処置をすると「一時は衰弱を来たし重湯の
摂取を要し安静を要すべきも，如此くして胃腸も常態に復し粥より飯と漸次
常食を以て栄養を回復し，健康は日ならずして恢復せんか。この治療法に依
らずして全快を俟つは真に愚の極」である（大11.10.2.）。
政府・日銀にも商工業者にもヒマシ油をとる勇気がないまま，遂に激烈な
銀行取り付け騒ぎが発生する。中間景気後の金融逼迫のなか，大正11（1922）
年２月末には株式，米，三品市場の相場師として名を馳せた石井定七が破綻
する。彼は高知商業銀行を機関銀行とし，その他多数の銀行を利用して，鉱
山，林業，綿業などで多くの「仮粧的株式会社」，つまり幽霊会社を作って
それらの株式を担保に巨額の融資を得て投機資金に充てていたが，彼の手口
はついに破綻をきたす。平生は一方でこの彼に対し，こうした「詐欺的行為」
を平然と行い，「以て金融界を攪乱し銀行者を麻酔せしめて実業界の道徳を
紊乱して害毒」を流す石井定七は法的に罰せられるべきである（大11.8.24.）
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と主張する。だが他方でこうして発生した多額の不良債権の公表を渋る銀行
に対して，平生は加島銀行専務星野行則に宛てた手紙において次のように痛
烈に非難する。「幾千幾百万円のフローズン・デッドを有する銀行」が「却
て利益金を計算表の上に発表して重役は手厚き賞与金を受け株主は高率なる
配当金を獲て居りますのは重役としては背任の行為，会社としては世を欺く
手段」であると（大11.9.23.）。ここで平生の念頭にあったのは，「商道徳」の
かけらもない石井定七であり，背任行為を知りつつ平然と賞与・配当を受取
る重役であり，株主たちであった。
石井破綻事件の余韻が冷めやらぬ大正11（1922）年10月19日に京都の日本
商工銀行が突如取り付けに会い，次いで11月29日には大阪，京都に多くの支
店を持つ日本積善銀行が支払いを停止し，翌30日には熊本の九州銀行が臨時
休業を発表する。これを機に京都，大阪を中心に銀行界は大いに動揺を来た
し，その影響は九州，中国，北陸，東京に及んだ。この一連の取り付け騒動
で重要な役割を演じたのが日本積善銀行である。
この銀行が正式に支払い停止となるのは11月29日だが，実は10月22日に同
行頭取高倉為三が資金調達のために平生を訪問している。高倉によれば，銀
行が危機に瀕するに至った原因は，積善銀行の向にある日本商工銀行が支払
停止になったために，その余波が同行に及んで預金が減少しつつあるからで
あるが，高倉は商工銀行からの多額の資金でもって上海東華紡績に投資して
いるために，同行を取り付けの危機から救済するためにはまず同行への彼の
債務を償還しなければならない。もしこれができなければ高倉の信用は地に
墜ち，彼が関係している諸事業にも重大な影響を及ぼすだろうと。
平生は高倉の資金依頼を断るが，次のようなコメントを日記に記している。
彼の父親高倉藤平は名うての投機師であったが，その彼が貯蓄銀行を創立し
た。しかしこれほど「世人を愚」にするものはない。なぜなら「無担保にし
て低利の資金を得，自己の事業に投資」するために貯蓄銀行を創立したこと
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は否定しがたく，「是れ尤も狡猾なる資金調達法なると共に，重大なる危険
を伴ふ」ものであるからである。「余は如此き奇策を以て富を得んとする事
業家の破綻は寧ろ世人を警鐘するの力大なり」として歓迎するものである
（大11.10.22.）。平生の推測通り，貯蓄銀行から普通銀行になった積善銀行は
11月29日に支払停止となる。翌30日の日記には，「預金者は零細の蓄財を有
する小口のものなれば，この報伝はるや，附近の預金者は狂気の如く銀行の
店前に群集して喧々囂々，怒罵啼泣，交至の光景」を呈したと伝えている
（大11.11.30.）。この一連の銀行取り付け騒ぎはやっと大正12（1923）年６月
になってほぼ鎮静する。関東大震災はその３か月後に迫っていた。
（つづく）
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